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紹
　
介

信
多
純

一
著

『
好
色

一
代
男

の
研
究
』

松
　
原
　
秀
　
江

恩
師

。
信
多
純

一
先
生
が
、
『
馬
琴
の
大
夢

里
見
八
大
伝
の
世
界
』
（平
成

十
七
年
刊
）
。
『浄
瑠
璃
御
前
物
語
の
研
究
』
（平
成
二
十
年
刊
）
の
二
作
に
続

き
、
そ
の
研
究
生
活
の
悼
尾
を
飾
る
三
部
作
の
最
後
の

一
冊
と
し
て
、
同
じ

岩
波
書
店
か
ら
刊
行
し
た

『
好
色

一
代
男
の
研
究
』
（平
成
二
十
二
年
刊
）
は
、

『
一
代
男
』
の
前
半
構
想

（第
一
一章
）
と
後
半
構
想

（第
四
〓こ

の
二
部
に
大

別
さ
れ
る
。
そ
の
切
り
口
と
新
し
さ
は
、
『
八
犬
伝
』
の
場
合
同
様
、
絵

・

西
鶴
本
の
挿
絵
に
あ
る
。

元
々
文
字
を
も
た
な
い
日
本
人
が
、
漢
民
族

の
文
字

で
あ
る
漢
字

（真

字

・
真
名
）
に
接
し
て
、
そ
の
存
在
に
驚
き
、
漢
字
を
崩
し
そ
れ
を
日
本
独

自
の
文
字
と
し
て
、
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な

っ
て
以
来
、
絵
巻
に
明
ら
か

な
よ
う
に
、
絵
は
特

に
、
漢
字

・
漢
文

で
書
か
れ
た
本
来

の
本

（も
の
の

本

・
漢
籍
）
と
は
違

い
、
草
子

（草
と
も
）
と
呼
ば
れ
る
平
仮
名

で
記
さ
れ

る
物
語
類
の
作
者

（作
品

・
語
り
手
）
と
、
文
字

（特
に
漢
字
）
に
不
慣
れ
な

読
者

（聞
き
手
）
を

つ
な
ぐ
役
割
を
担

っ
て
き
た
。
既
に
云
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
近
代
作
家
に
も
多
大
の
影
響
を
与
え
た
西
鶴
の
俳
諧
か
ら
小
説

へ
の

転
換
点
を
な
し
、
日
本
文
学
史
上
、
仮
名
草
子
に
比
べ
、　
一
段
と
文
学
的
純

度
の
高
い
浮
世
草
子
の
嗜
矢
と
さ
れ
る

『
一
代
男
』
は
、
そ
の
他
の
西
鶴
浮

世
草
子
同
様
、
当
時
仮
名
草
子
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
し
て
写
本
か
ら
版
本

へ
移
り
、
平
和
の
到
来
と
経
済
力
の
上
昇
に
伴

っ
て
、
読
者
層
の
拡
大
す
る

時
代
の
流
れ
の
中

で
、
儒
教
や
仏
教
な
ど
の
学
文

（漢
籍
）
の
世
界
を
わ
か

り
や
す
く
物
語

っ
た
り
、
奈
良
絵
本
な
ど
の
形
で
伝
え
ら
れ
た
中
世
小
説
の

流
れ
を
引
く
仮
名
草
子
の
世
界
に
、
挿
絵
が
入
り
込
む
の
は
当
然
の
成
り
行

き
だ

っ
た
ろ
う
。
だ
が
先
生
は
、
話
の
姿
勢
で
書
か
れ
た
俳
諧
師

・
西
鶴
の

浮
世
草
子
の
挿
絵
を
、
阿
蘭
陀
流
西
鶴
の
転
合
精
神
に
よ
る
謎
絵
と
位
置
づ

け
、
西
鶴
浮
世
草
子
を
解
読
す
る
鍵
と
考
え
る
。

先
ず
第

一
章
文
と
絵
の
中
の
西
鶴
創
作
法
を
め
ぐ

っ
て
の
最
初
、
『
好
色

五
人
女
』
巻
四
第

一
章
か
ら
五
章
に
至
る
全
章
と
、
『
伊
勢
物
語
』
（そ
れ
も
、

諸
本
の
多
い
こ
の
作
品
の
中
で
も
、
貞
享
二
年
京
都
で
出
版
さ
れ
、
各
地
で
人
気

を
博
し
た
吉
田
定
吉
画
の

『首
書
伊
勢
物
語
』
が
最
も
近
い
と
す
る
）
初
段
か
ら

五
段
に
至
る
順
を
追

っ
た
誠
に
詳
細
な
相
似
の
関
係
は
、
挿
絵
を
ヒ
ン
ト
に

し
た
そ
の
斬
新
さ
故
、
私
事
で
恐
縮
だ
が
、
三
回
生
で
た
ま
た
ま
演
習
を
受

講
し
て
い
た
当
時
の
筆
者
に
も
、
驚
天
動
地
の
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
の
に
、

十
分
す
ぎ
る
程
の
も
の
だ

っ
た
。
幾
何
好
き
だ

っ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
故
当

時
特
に
女
性
に
は
人
気
の
な
か

っ
た
江
戸
文
学
の
世
界
に
飛
び
込
み
、
生
涯

そ
れ
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
。
こ
の
授
業

（昭
４２
）
で
の
知
見

は
、
十
年
以
上
も
た

っ
て

『
文
学
』
（昭
５３

・
８
）
に
発
表
さ
れ
、
コ
山文
』

（昭
４９
）
に
発
表
し
た

（
こ
の
書
に
も
載
る
）
『
西
鶴
織
留
』
巻
四
の

一
や

『
一

代
男
』
巻
三
の
四
の
論
考
と
共
に
、
先
生
に
師
事
す
る
多
く
の
学
生
に
、
挿

絵

（絵
）
の
面
白
さ
と
有
効
性
を
確
認
さ
せ
、
優
れ
た
学
者

（研
究
者
）
は

優
れ
た
教
育
者
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
待

つ
こ
と
、
即
ち
熟
成
さ
せ
る
こ
と
の

大
切
さ
を
、
日
の
あ
た
り
に
見
せ

つ
け
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
今
回
は
更

に
新
た
に
、
従
来
西
鶴
自
画
と
云
わ
れ
て
き
た

『
一
代
男
』
の
挿
絵
は
、
下



絵
は
西
鶴
自
身
に
よ
る
が
、
西
鶴
以
外
の
当
時
の
優
れ
た
無
名
の
絵
師
の
手

に
な
る
も
の
と
見
定
め
て
、
本
論
に
入

っ
て
ゆ
く
。

結
論
を
云
え
ば
、
コ

代
男
』
の
前
半
は

『
義
経
記
』
を
、
後
半
は

『
曽

我
物
語
』
を
下
敷
き
に
し
、
自
在
に
翻
案
し
て
展
開
し
た
と
す
る
。
こ
の
説

に
よ
れ
ば
、
国

代
男
』
五
十
四
章
が
八
巻
八
冊
で
あ
る
の
も
、
謎
と
さ
れ

『
源
氏
物
語
』
五
十
四
帖
と
の
関
連
か
ら
、
そ
の
並
の
巻
に
相
当
す
る
と
考

え
ら
れ
て
き
た
六
話

の
重
複
や
、
四
十
三
歳
か
ら
四
十
八
歳
ま
で
の
六
年

全
ハ
話
）
の
欠
落
も
、
義
経

の
死
に
重
ね
て
翻
案
し
た
世
之
介
三
〇
歳

の
章

を
、
巻
四
の
第
六
章

（終
ユう

に
す
る
第

一
次
構
想
が
あ

っ
た
と
す
る
こ
と

で
解
決
す
る
。
そ
し
て
当
初
は

『
一
代
男
』
の
後
半
を
、
義
経
を
取
り
巻
く

女
性
達
の
物
語
で
あ
る

『
義
経
記
』
後
日
の
よ
う
に
、
三
都
の
名
妓
を
絡
め

て
描
く
こ
と
を
意
図
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
構
想
の
不
備
に
気
づ
き
、

近
世
の
文
化

。
文
学
に
多
大
の
影
響
を
与
え
、
愛
さ
れ
た
同
じ
中
世
の
軍
記

物
の
中
で
も
、
集
団
の
戦
闘
を
描
く

『
平
家
物
語
』
や

『
太
平
記
』
と
は
違

い
、
個
人
の
生
涯
を
描
く

『
義
経
記
』
同
様
の

『
曽
我
物
語
』
に
目
を
付
け
、

そ
の
順
序
に
は
忠
実
に
つ
く
が
、
感
興
の
趣
く
ま
ま
自
在
に
筆
を
振

っ
た
と

述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
た
と
え
ば
、
国
［
我
物
語
』
巻

一
の

一
「神
代
は
じ

ま
り
の
事
」
と
、
コ

代
男
』
巻
五
の
三
の
冒
頭
、
「本
朝
遊
女
の
は
じ
ま
り

は
…
…
」
と
続
く
文
章
な
ど
の
類
似
点
だ
け
で
な
く
、
巻
五
の
六
の
本
文
で

は
三
十
九
歳
の
世
之
介
が
、
挿
絵
で
は
前
髪
立
の
少
年
で
あ
る
こ
と
に
注
目

し
、
冨
曰
我
物
語
』
の
主
人
公
が
十
郎

・
五
郎
の
二
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

先
述
の
六
話
の
重
複
な
ど
に
も
及
ん
で
ゆ
く
。

『
義
経
記
』
（及
び
そ
の
関
連
作
）
を

『
一
代
男
』
の
原
拠
と
し
て
初
め
て

発
表
し
た
の
は
、
昭
和
四
十
年
秋
の
日
本
近
世
文
学
会
で
の
こ
と
。
そ
れ
以

後
温
め
続
け
て
、
こ
の
書
の
刊
行
さ
れ
る
平
成
二
十
二
年
ま
で
、
四
十
五
年

も
の
時
間
が
流
れ
て
い
る
。
再
び
私
事
を
許
さ
れ
る
な
ら
、
そ
の
四
十
五
年

前
大
学
に
入

っ
た
ば
か
り
の
筆
者
は
、
大
学
で
の
そ
れ
ま
で
の
授
業
と
の
違

い
に
、
ど
ん
な
に
驚

い
て
い
た
だ
ろ
う
。
先
ず
は
中
学

・
高
校

で
習
い
、

す

っ
か
り
暗
記
し
て
い
た
橋
本
文
法
と
は
全
く
違
う
、
難
解
な
森
重
文
法
の

世
界
。
そ
し
て
高
校
の
授
業
に
も
参
考
書
に
も
欠
け
て
い
た
、
聞
い
た
こ
と

も
見
た
こ
と
も
な
い
先
生
の
中
世
を
中
心
に
し
た
日
本
文
学
史
の
講
義
。
新

進
気
鋭
の
学
者
と
学
生
た
ち
が
囁
き
合

っ
て
い
た
先
生
の
講
義
は
、
片
仮
名

で
記
す
の
が
精

一
杯
で
、
授
業
が
終
る
と
い
つ
も
図
書
館
に
馳
け
込
み
、
そ

の
片
仮
名
を
漢
字
に
直
し
た
も
の
だ
が
、
こ
の
書
の
特
色
と
し
て
先
ず
第

一

に
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
書
が
あ
と
が
き
に
も
あ
る
よ
う
に
、

『
神
道
集
』
の
諸
本
研
究
に
没
頭
し
、
本
地
物
に
関
す
る
文
芸
の
翻
刻
に
、

そ
の
生
涯
を
棒
げ
た
横
山
重
氏
の
薫
陶
の
も
と
、
現
在
主
に
近
松
を
は
じ
め
、

浄
瑠
璃
や
説
教
研
究
の
第

一
人
者
と
し
て
、
国
文
学
に
か
か
わ
る
研
究
者
な

ら
、
知
ら
ぬ
人
の
な
い
先
生
の
手
に
な
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
諸
本
の
厳
密
な
翻
刻
は
、
先
ず
は
何
と
云

っ
て
も
原
本
主
義
。
四

十
五
年
も
前
、
西
欧
の
文
学
に
比
べ
、
日
本
文
学
は

一
段
低
い
も
の
と
考
え

ら
れ
、
西
欧
の
思
想
で
切
り
込
む
暉
峻
康
隆
氏
や
広
末
保
氏
の
、
評
論
と
云

わ
れ
る
論
考
が
、
脚
光
を
あ
び
て
い
た
。
そ
の
驚
く
べ
き
才
能
に
は
敬
意
を

払
い
つ
つ
、
日
本
文
学
は
日
本
人
に
ふ
さ
わ
し
い
、
し
か
も
夫
々
の
時
代
や

場
所
が
作
り
出
す
日
本
に
固
有
の
論
理
で
、
と
い
う
切
実
な
願
い
か
ら
、
版

本
時
代
に
入

っ
て
資
料
も
多
い
近
世
を
中
心
に
、
先
生
の
恩
師
で
も
あ
る
野



間
光
辰
氏
ら
に
先
導
さ
れ
、
『
國
書
総
目
録
』
も
刊
行
さ
れ
る
中
、
多
く
の

新
進
気
鋭
の
研
究
者
が
、
カ
メ
ラ
や
ラ
イ
ト
、
三
脚
な
ど
を
さ
げ
て
全
国
を

飛
び
廻
り
、
や
が
て
国
文
学
研
究
資
料
館
の
設
立

へ
と
向

っ
て
ゆ
く
。

そ
ん
な
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
文
学
は
永
遠
の
も
の
と
信
じ
て
文
学
部
に

入
り
、
中
で
も
古
典
は
と
思

っ
て
い
た
そ
の
古
典
の
本
文
が
、
読
み
本

・
語

り
本
の
ず
ら
り
と
並
ぶ
、
先
生
の

『
平
家
物
語
』
諸
本
の
本
文
校
異
の
授
業

で
、
動
く
の
を
目
の
当
り
に
し
た
時
の
シ
ョ
ッ
ク
は
、
今
も
忘
れ
な
い
。
だ

が
だ
か
ら
こ
そ
、
本
書
を
拝
読
し
て
、
コ

代
男
』
や

『義
経
記
』
。
国
［
我

物
語
』
は
勿
論
、
中
世
か
ら
近
世

へ
と
流
れ
込
む
こ
の
時
代
の
多
く
の
舞
や

謡
曲

。
節
用
集
な
ど
、
心
の
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
掲
げ
て
、
志
水
文
庫
の
文
庫

主
で
も
あ
る
先
生
の
、
水
の
よ
う
に
透
明
で
無
欲
な
心
の
趣
く
ま
ま
に
、
博

捜
し
た
様
々
な
関
連
資
料
と
の
実
に
細
や
か
で
丁
寧
な
本
文
や
挿
絵
の
比
較

は
、
流
石
と
深
く
納
得
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
文
に
饂
橋
す
る
挿
絵
の
図
柄

や
場
所
、
そ
の
丁
付
に
至
る
ま
で
注
目
し
疑
間
を
抱
い
て
、
そ
の
疑
間
に
忠

実
に
従
い
、
博
捜
に
博
捜
を
重
ね
、
と
こ
と
ん
調
べ
上
げ
て
、
作
品
解
読
の

鍵
に
す
る
こ
と
自
体
、
他
人
の
手
や
意
識
を
潜
ら
な
い
、
真

っ
さ
ら
で
厳
密

な
原
本
主
義
の
賜
物
で
あ
る
こ
と
、
改
め
て
云
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
も
こ
の
時
代
の
書
籍
目
録
も
含
む
書
物
を
虚
心
坦
懐
に
見
る
な
ら
、

誰
し
も
時
代
は
近
世
な
の
に
、
中
世
か
ら
流
れ
込
む
仏
教
的
色
彩
の
強
さ
に

驚
く
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
先
生
は
、
説
教
や
浄
瑠
璃
研
究
の
第

一
人
者
に
ふ
さ

わ
し
く
、
本
地
物

の
世
界
と
と
ら
え
、
国

代
男
』
の
謎
を
解
い
て
ゆ
く
。

そ
の
あ
ざ
や
か
さ
は
、
『
京
童
』
の
二
図
を

『
一
代
男
』
の
粉
本
と
し
た
野

間
氏
の
説
を
引
き
継
ぎ
、
更
に
十
三
図
も
指
摘
し
て
、
『
年
代
記
新
絵
抄
』

や

『女
用
訓
蒙
図
彙
』
な
ど
、
当
時
の
雑
書
に
至
る
ま
で
縦
横
に
駆
使
し
て
、

巻

一
の

一
か
ら
五
に
至
る
挿
絵
の
世
之
介
が
、
垂
直
的
に
移
動
す
る
こ
と
か

ら
、
天
か
ら
の

「降
り
人
」
、
神
の
人
界

へ
の
降
臨
と
見
立
て
る
部
分
な
ど
、

脱
帽
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
そ
し
て
こ
の
巻
頭
部
分
に
呼
応
し
、
国

代
男
』
の
最
終
章
、
こ
の
世
の
遊
女
を
見
尽
し
た
世
之
介
が
、
長
崎
の
丸
山

に
遊
び
、
や
が
て
好
色
丸
で
女
護
の
島

へ
と
船
出
す
る
巻
八
の
第
四

・
五
章

は
、
『
江
戸
雀
』
や

『
京
童
』
、
更

に
ま
た

『俳
諧
類
船
集
』
や

『
長
崎
土

産
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
大
仏
図
や
め
や
み
地
蔵
、
長
崎
の
菩
薩
祭
な
ど
に
類

似
し
似
か
よ
う
挿
絵
の
図
柄
か
ら
、
極
楽
浄
土

へ
の
旅
立
と
考
察
す
る
。

『
一
代
男
』
が
、
中
世
の
二
大
文
学

・
『
義
経
記
』
や

『
曽
我
物
語
』
を
粉

本
に
し
、
本
地
物
の
世
界
に
か
か
わ
る
と
指
摘
す
る
本
書
の
主
旨
は
、
お
そ

ら
く
動
か
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
の

『
一
代
男
』
研
究
の
礎
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
成
果
も
、
四
十
五
年
も
の
間
論
文
発
表
も
さ

し
控
え
、
熟
慮

・
熟
成
の
末
に
今
よ
う
や
く
本
書
を
刊
行
し
た
先
生
の
、
待

つ
こ
と
を
嫌
わ
な
い
無
欲
で
堅
実
な
粘
り
強
さ
と
、
ボ
ー
ナ
ス
は
本
代
に
と

願
う
先
生
の
志
を
受
け
入
れ
、
そ
の
学
者
と
し
て
の
生
き
方
を
支
え
続
け
た

奥
様
の
献
身
的
な
愛
情
の
賜
物
で
あ
る
こ
と
、
云
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
だ

か
ら
こ
そ
、
先
生
自
ら
が
畏
友
と
讃
え
る
人
達
や
、
先
生
に
幸
運
を
も
た
ら

し
た
多
く
の
優
れ
た
人
々
、
そ
し
て
更
に
貴
重
な
資
料
に
も
、
思
い
も
寄
ら

ず
巡
り
会
え
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

（岩
波
書
店
、
二
〇

一
〇
年
九
月
、
二
五
〇
頁
、
八
六

一
〇
円
）

（ま
つ
ば
ら

・
ひ
で
え
　
大
手
前
大
学
教
授

・
兵
庫
県
立
大
学
名
誉
教
授
）


